
届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（平成9年5月就任）

職　　名

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　学　校　法　人　　　桐　　丘　　学　　園

（４） 管理運営組織

　　　　桐　　生　　大　　学

　　　　群馬県みどり市笠懸町阿左美６０６番７

（２） 大　学　名

　　　〒３７９－２３９２

（３） 大学の位置

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

理 事 長

学 長

　　　ください。

関﨑
セキザキ

　悦子
エ ツ コ

多田隈
タ ダ ク マ

卓
タク

史
シ

（平成20年4月就任）

（平成21年4月就任）

看護学科長

（平成20年4月就任）

栄養学科長

（平成20年4月就任）

（注）・「変更状況」は，変更があった場合に記入し，併せて「備考」に変更の理由と変更年月日，報告年度を

　　　（　）書きで記入してください。

　　　　　　平成２２年度に報告する内容　→（22）

　　　・昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば，「変更状況」に赤字にて見え消し修正する

笠原
カサハラ

　賀子
ヨ シ コ

学　　長

　　　　とともに，上記と同様に「備考」に変更理由等を記入してください。

学 部 長

　　　・大学院の場合には，「職名」を「研究科長」等と修正して記入してください。

　　　（例）平成１９年度に報告済の内容　→（19）

多田隈　卓史

井上
イノウエ

　修二
シュウジ

学科長等

今関
イマゼキ

　節子
セ ツ コ

平成20年4月から平成21
年3月までは、学長多田
隈卓史が兼任
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

　医療保健学部 人

　　　看護学科 4 80 3 340

10

　学士（看護学）

対象年度

区　分

人 人 人 人
(  － ) (  － ) (  10  ) (　 　)

80 80 80
(  － ) (  － ) (　6　) (　 　)

125 225 335

(  － ) (  － ) (　6　) (　 　)

120 212 322

(  － ) (  － ) (　6　) (　 　)

113 182 140

(  － ) (  － ) (　6　) (　 　)

75 76 97

入学定員超過率 (  － ) (  － ) (　0.6 ) (　 　)

Ｂ／Ａ 0.93 0.95 1.21

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２０年度 平成２３年度
平均入学定員

超 過 率

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

Ａ　 入学定員

1.03 倍

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成１９年度開設の４年制の学科の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度・

備　　考

　　　　　　　

（注）・（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って
る場合には (( ))書きとするなどし そ 旨を「備考 に付記し くださ 該当がな 年には

平成２１年度 平成２２年度

　　　　には，欄を設けてください。）

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

対象年度

学　年

[　－  ] [　－  ] [　－  ] [　　 ]

75 76 97

[　－  ] [　－  ] [　　 ]

69 73

[　－  ] [　　 ]

67

[　　 ]

[　－  ] [　－  ] [　－  ] [　　 ]

75 145 237

　　　　ください。

　　　・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。
　　　・各年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設
　　　　において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

計

（注）・[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格

３年次

４年次

２年次

　　　・「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ

　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。
　　　・「平成２２年度」には，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。
　　　・「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。

１年次

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２１年度 平成２２年度 備　　　　　考平成１９年度 平成２０年度

　　　　「－」を記入してください。
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修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

　医療保健学部 人

　　　栄養学科 4 60 3 260

10

　学士（栄養学）

対象年度

区　分

人 人 人 人
(  － ) (  － ) (　10 ) (　 　)

60 60 60
(  － ) (  － ) (　3　) (　 　)

53 104 115

(  － ) (  － ) (　3　) (　 　)

53 101 113

(  － ) (  － ) (　3　) (　 　)

52 95 89

(  － ) (  － ) (　3　) (　 　)

33 56 61

入学定員超過率 (  － ) (  － ) (　0.3　) (　 　)

Ｂ／Ａ 0.55 0.93 1.01

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　・　様式は，平成１９年度開設の４年制の学科の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度・
　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　　には，欄を設けてください。）

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

（注）・定員を変更した場合は，「備考」に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してください。
　　　　　　　

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度
平均入学定員

超 過 率
備　　考

Ａ　 入学定員

0.83 倍

志願者数

受験者数

合格者数

Ｂ　 入学者数

（注）・（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って
る場合には (( ))書きとするなどし そ 旨を「備考 に付記し くださ 該当がな 年には

対象年度

学　年

[　－  ] [　－  ] [　－  ] [　　 ]

33 56 61

[　－  ] [　－  ] [　　 ]

31 52

[　－  ] [　　 ]

31

[　　 ]

[　－  ] [　－  ] [　－  ] [　　 ]

33 87 144

　　　　ください。

　　　・短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。
　　　・各年度の５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には
　　　　「－」を記入してください。
　　　・「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均
　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。
　　　・「平成２２年度」には，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。
　　　・「平成１９～２１年度」には，確定した数値を記入してください。

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 備　　　　　考

１年次

２年次

３年次

４年次

　　　　において教育を受ける外国人学生」を記載してください。

計

（注）・[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　・留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格
　　　　（いわゆる「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，
　　　　専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

1 地域・在宅看護学概論 2 2 専門 必修

平成21年度入学生より、保健師助産師看護師
学校養成所指定規則の変更に伴うカリキュラ
ム変更のため、当該科目を廃止し、「地域看
護学概論」2単位と「在宅看護学概論」1単位
に変更する。

2 保健チーム看護論 2 1 専門 必修

平成21年度入学生より、保健師助産師看護師
学校養成所指定規則の変更に伴うカリキュラ
ム変更のため、当該科目を、「チーム看護
論」1単位に変更する。

3 卒業研究 3 3～4 専門 必修

平成21年度入学生より、保健師助産師看護師
学校養成所指定規則の変更に伴うカリキュラ
ム変更のため、当該科目を「看護セミナー
（看護の統合と発展）」3単位に変更する。

（４） 廃止科目

　　　・履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目   該当なし

（注）・設置認可時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

4 総合演習 2 2 教職 自由

平成22年度入学生より、教育職員免許法施行
規則第6条表の改正に伴うカリキュラム変更
のため、当該科目を「教職実践演習」2単位
に変更する。

＝ ０．０３
認可時の計画の授業科目数の計

（注）・設置認可時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

 「地域・在宅看護学概論」「保健チーム看護論」「卒業研究」の廃止については、保健師助産師看護師学校養成所指定
規則の変更に伴うカリキュラム変更のための措置であり、指定規則に沿って適切な授業科目の変更がなされており、法
令上必要な措置である。なお、保健師学校看護師学校としての変更承認を受けており、また学則変更届も提出済みであ
る。
  「総合演習」の廃止については、教育職員免許法施行規則第6条表の改正に伴うカリキュラム変更の措置であり、教育
職員免許法等の規定により、教員の免許状授与の所要資格を得させるための課程認定を受けている。また学則変更届も
提出済みである。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

未開講科目と廃止科目の計
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

1 総合演習 2 2 教職 自由

平成22年度入学生より、教育職員免許法施行
規則第6条表の改正に伴うカリキュラム変更
のため、当該科目を「教職実践演習」2単位
に変更する。

（注）・授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

知方法」を記入してください

　　　　記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

  「総合演習」の廃止については、教育職員免許法施行規則第6条表の改正に伴うカリキュラム変更の措置であり、教育
職員免許法等の規定により、教員の免許状授与の所要資格を得させるための課程認定を受けている。また学則変更届も
提出済みである。

　　　・履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

（４） 廃止科目

（注）・設置認可時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について

（３） 未開講科目   　該当なし

（注）・設置認可時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

　　　　知方法」を記入してください。

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計
＝ ０．００

認可時の計画の授業科目数の計
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備考

校舎の一部は桐生大学
短期大学部と共用

・登記の際、外用階段の
面積が除かれたため、当
初計画より、専用の校舎
面積が減少した⑳

 　６,７２０.３０
 　６,７５７.３０
    ３,７５０.２２ ㎡

 　　 ５６７.００
　　　　　　　  ０ ㎡

 　　７,２８７.３０
 　　７,３２４.３０
 　　 ３,７５０.２２ ㎡

そ　の　他

合　　　計

                ０ ㎡

　 ９,６２８.４６
   ９,６７２.７０
    ９,６７０.４１ ㎡

小　　　計
  　８,６９０.５０
    ８,６４６.２６
     ８,６４８.５５ ㎡

　　　　　　　　０ ㎡                ０ ㎡

   １,６６５.６３ ㎡  　２８,３５２.７０ ㎡

運動場用地

   １６,６５２.３１
   １６,６０８.０７

   ３５,６４０.００
 　３５,６７７.００
 　 ３２,１０２.９２ ㎡

    ８,６９０.５０
    ８,６４６.２６
     ８,６４８.５５ ㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

　  １６,６１０.３６ ㎡

 　　９,６２８.４６
 　  ９,６７２.７０
 　   ９,６７０.４１ ㎡

 １７,９９６.５７
 １８,０４０.８１
  １８,０３８.５２ ㎡

 ２４,７１６.８７
 ２４,７９８.１１
  ２１,７９１.０３
  ２１,７８８.７４ ㎡

    ２,２３２.６３
  　 １,６６５.６３ ㎡

共用する他の
学校等の専用

計

 　 ８,６４８,５５ ㎡    １,６６５.６３ ㎡

校
　
　
地
　
　
等

   ８,３６８.１１ ㎡    １,６６５.６３ ㎡
 　１８,７２４.２４
 　１８,６８０.００
 　 １８,６８２.２９ ㎡

  　８,６９０.５０
    ８,６４６.２６
     ８,６４８.５５ ㎡

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用

校 舎 敷 地

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分
運動用地および校舎敷地
の一部は桐生大学短期大
学部と共用。共用する他
の学校等の専用の校舎敷
地は桐生大学短期大学部
アート・デザイン学科の
専用。
・登記の際、外用階段の
面積が除かれたため、当
初計画より、専用の校舎
敷地面積が減少した(20)
・共用部分(21)
増加: 駐車場用地購入
       2,616.00㎡
減少:高校寮建設567.00
㎡、再測量による誤差
15.92㎡、みどり市へ道路
用地寄附16.00㎡
・共用する他の学校等の
専用(21)
増加：高校寮建設
　　　567.00㎡
・専用部分(22)
増加：動物実験室建設
　　　　　44.24㎡
・共用部分(22)
減少：動物実験室分
44.24㎡、みどり市へ防火
水槽本体及び用地を寄附
37.00㎡

   ６,２９６.１８ ㎡

 　８,６９０.５０
 　８,６４６.２６

大学全体

            5

「大学全体での共用
分」図書27,000

・図書については、当初
見積より安価で予定冊数
をそろえることができた
ので、開設年次１年生へ
の教育的配慮から、図書
を充実させた(20)

・学術雑誌については、
当初予定から休刊等によ
り減少した(20)
・電子ジャーナルについ
ては、当初提出した外国
書の数値の誤りを訂正し
た(20)

・視聴覚資料は、当初見
積より安価で入手できた
ため点数を増加させた
(20)

・機械・器具について
は、当初見積より安価で
入手できたため点数を増
加させた(20)

・標本については、開設
年次１年生への教育的配
慮から充実させた(20)

16,530〔3,000〕　 110〔35〕　            5〔0〕 1,000 6,239

（800）

機械・器具 標　　本

面積が減少した⑳
・動物実験室44.24㎡(22)

(３) 教　　室　　等

317

２０　室

新設学部等
の名称

17,125[3,339]
(13,598[1,934])

145[36]
(107[33])

〔うち外国書〕

16,530〔3,000〕　

医療保健学部

講　義　室

６　室

　

図
書
・
設
備

(５)

計

種

２　室

情報処理学習施設

４　室

（補助職員　１人）

演　習　室

視聴覚資料

6,666 363

（6,239）

              5

（317）

             5
          5〔0〕

1,000
6,666
6,239

363
317

　　         5
        （5〔0〕）

申請学部全体

 (６,２９６.１８ ㎡)

２９　室

実験実習室

（11,730〔1,900〕） （110〔35〕）

 (１,６６５.６３ ㎡)

(４) 専任教員研究室
４５

　１６,６０８.０７
 ( １６,６１０.３６ ㎡)

点

110〔35〕　

新設学部等の名称 室　　　　　　数

医療保健学部 室

冊

図　　書 学術雑誌

〔うち外国書〕

〔うち外国書〕

点 点

電子ジャーナル

語学学習施設

（補助職員　　１人）

1,277
(844)

（6,666） （363）

  ８,６４６.２６
 ( ８,６４８.５５ ㎡)

17,125[3,339]
(13,598[1,934])

145[36]
(107[33])

            5
1,277
(844)

（6,666） （363）
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・教育研究環境を充実さ
せるため、教員一人あた
りの研究費を増額した
(20)

・設備購入費について
は、見積より安価で購入
できたため、減少した
(20)

看護学科1,500千円

栄養学科1,450千円

該当なし

５０，０００　

収 納 可 能 冊 数

完成年度開設前年度

栄養学科1,450千円

301,072
350,000 千

開設年度

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　複数のキャンパスに分かれている場合は、キャンパス毎に作成してください。

看護学科1,500千円

       （5〔0〕）

(８)

(６) 図　　書　　館

教員１人当り研究費等

１，３４４　㎡

完成年度

面　　　　　積 閲 覧 座 席 数

（11,730〔1,900〕） （110〔35〕）

栄養学科1,700千円

－

１９０　

－

看護学科1,750千円 看護学科1,500千円

3,000千円

第５年次

学生１人当
り

納付金

第１年次 第２年次 第３年次

4,000千円

区　　分

栄養学科1,450千円

第４年次

設備購入費

図書購入費

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

(７) 体　　育　　館

面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

１，２７５　㎡

経費
の見
積り

学生納付金以外の維持方法の概要

第６年次

私立大学等経常経費補助金,資産運用収入,雑収入　等

区　　　　分

共 同 研 究 費 等 5,000千円 5,000千円 20,800千円 14,800千円

1,000千円
516

    400 千

開設年度

516
    400 千

（800） （317）（6,239）

（注）・　設置認可時の認可申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　　に，その理由及び報告年度「（22）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，《別紙様式２》により，

　　　　「建築等設置計画変更書」を併せて提出してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するととも

18



大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

短期大学士
（生活科学）

短期大学士
（アート・デザイン）

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置して

　　　　いる場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期大学にお

いて専攻課程を設置している場合には 専攻課程）の記載は不要です。

４　既設大学等の状況

　桐　生　大　学　短　期　大　学　部

　　　・「定員超過率」には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　・認可申請書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

（注）・本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，既に設置している全ての大学の

　　　　学部，学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等

　　　　専門学校ごとに，平成２２年５月１日現在の状況を記入してください。

昭和３９年度アート・デザイン学科 2 60 － 120 0.95

群馬県みどり市
笠懸町阿左美
６０６番７

平成元年度生活科学科 2 40 － 80 0.90

　　　　より学生募集停止」と記入してください。

　　　　いて専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　・学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成○年
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

６　留意事項に対する履行状況等

・設置の趣旨・目的等が活か
されるよう，設置計画を確実
に履行すること。また，開設
時から4年制大学にふさわしい
教育研究活動を行うことはも
とより，その水準を一層向上
させるよう努めること。

・平成20年１月に、平成20年
度就任予定教員の研修会を実
施し、設置の趣旨・目的等を
共有させ、平成20年4月以降の
授業計画の立案に活かせるよ
うな体制とした。また、平成
20年4月当初にも、就任した教
職員を対象とした研修会を実
施し、実際のカリキュラムに
おいて設置の趣旨・目的等が
どのように生かされるべきか
等を説明し、その周知徹底を
はかった。さらに、当初計画
より,年間10万円以上の研究費
の増額をはかり、4年制大学に
ふさわしい教育・研究成果が
出せるような土台作りを実施
した。(20)
・平成21年4月に就任した教職
員については、研修会を実施
し、設置の趣旨・目的等とカ
リキュラムについて説明し、
その周知徹底をはかった。ま
た平成21年度も前年度同様、
当初計画より増額した研究費
とし、4年制大学にふさわしい
教育・研究成果が出せるよう
にした。(21)
・平成22年度についても、前
年同様、教職員に設置の趣
旨・目的等とカリキュラムに

認　　可　 時

(19年12月)

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（20年5月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（21年5月）

（注）・　「認可時」には，当該大学等の設置認可時に付された留意事項（学校法人の寄附行為又は

該当なし

旨・目的等とカリキュラムに
ついて周知徹底をはかった。
教育研究活動充実のための環
境整備を引き続き行ってい
る。(22)

・教員の補充を必要とされた1
授業科目については，科目開
設時までに教員を充足するこ
と。（栄養学科）

・「教育方法論」の兼任講師
を補充し、その教員を担当と
して教職課程申請を行い、教
職課程の認定をもらった。
(20)

該当なし

　　　・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　　に対する履行状況等について，毎年度，具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付け

　　　・　入学定員超過に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記

　　　　寄附行為変更の認可の申請に係る留意事項を除く。） と，それに対する履行状況等について，

　　　　毎年度，具体的に記入し，報告年度を（　　）書きで付記してください。

　　　　る資料を添付してください。

　　　　入してください。
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認　可　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

７　その他全般的事項

＜医療保健学部＞

（１） 設置計画変更事項等　　該当なし

　平成9年度（当時、桐生短期大学）に設置の「自己点検・自己評価委員会」に加えて、平成18年度には「桐生短期大学
FD委員会」を設置し、大学教員の資質の向上を含めた大学教育全体の改善に資する活動を行ってきた。平成20年度の桐
生大学開学にともない、桐生大学学則に基づき、従来の「FD委員会」の基本理念を受け継ぎながらも、それをさらに発
展させた「桐生大学FD委員会」を発足させた。本委員会は、4年制大学にふさわしい教員としての教育力および研究力を
発揮することができるような教育研究活動を実施するにあたっての条件づくりに寄与すること、さらにそれらの活動の
点検・発展を目指すことを目的として設置されたものである。

①　実施体制

　ａ　委員会の設置状況

（注）・　１～６の項目により記入した事項以外で，設置認可時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　・　認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については

　　　　適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　平成20年度は、自己点検・自己評価委員会の連携のもと、ＦＤ委員会をほぼ一月に１回、計11回開催した(短大部との
合同委員会を含む)。FD委員である教員７名で、約90％の出席率であった。
　平成21年度は、７回開催した(短大部との合同委員会を含む)。FD委員は教員８名で、約91％の出席率であった。

　ｃ　委員会の審議事項等

　平成20年度は、FD委員会を中心として、教員の教育力向上に資するため、FD活動を実施してきた。その主な審議内容
は以下のとおりである。
・授業評価アンケートの企画・実施計画について。
・授業評価アンケート結果の集計について。
・当該教員への授業評価アンケートのフィードバックおよび結果に対する自己評価報告について。
・公開授業と実施後の教員並びにFD委員会委員による授業検討会の開催について。
・新任教員(教職歴３年未満)の研修会の内容について。
・e－ラーニング教材の導入について。
・授業支援システムの活用について。
・系列校との連携推進・強化について。
・FD報告書の作成について。
・その他、実施内容の検討について。
  平成21年度のFD委員会においては、前年度のFD活動を継続し、さらに発展させようとするものであった。その主な審
議内容は以下のとおりである。
・授業アンケートの改訂（特に授業形態に応じたアンケートとなるような改訂を検討）
・授業アンケート結果の集計と総括
・学科ごとの公開授業の実施（実施後の総括含）
・学科ごとのＦＤ研修会の開催
・FD報告書の作成について。
・その他、実施内容の検討について。

（資料）「桐生大学ＦＤ委員会規程」参照

32



　　・　教育・研究・学習指導等活動報告書を全教員が作成・提出

②　実施状況　※実施されている取組を全て記載すること。

　ａ　実施内容

　　・　新任教員のための研修会(平成20年1月20日、平成20年4月1日、平成21年4月1日実施)

　　・　授業評価アンケートの実施（前後期それぞれ中間評価および最終評価を実施）

　　・　授業評価アンケートの公表（前後期それぞれ中間評価および最終評価を学内専用サイトに掲載）

　　・　新任教員(教職歴３年未満)の研修会の実施

　　・　公開授業および授業検討会(新任教員(教職歴３年未満)およびＦＤ委員は原則として参加)の実施

　　・　e－ラーニング教材・授業支援システム活用のための研修会の実施

　　　　※　平成20年度は全体で実施、平成21年度は学科ごとに実施　

　　・　学科ごとのＦＤ研修会の実施

　　　　※　学科の理念、カリキュラムの基本方針、各授業との関係等について研修

　　　　※　平成21年度から授業形態（講義・演習・実習・学外実習）別のアンケートを実施

　　・　授業支援システムのWeb上への公開

　　・　系列校との連携協議会の開催

　ｂ　実施方法

　　・　FD委員会を中心として、企画・運営を検討し、実施内容ごとに、教務課・情報センター・入試広報課等と

　　　　の連携のもとに、各学科のＦＤ委員を中心に実施した。

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・　新任教員のための研修会には、対象となる教員全員が参加している。（１回目の研修会に欠席であった教員
　　　については、数日後に同内容の研修を実施している。）

　　・　授業評価アンケートは、開講されたすべての教科目について、中間・最終評価とも実施した。それらすべての
　　　結果を学内専用サイトに掲載している。

　　・　教職歴３年未満の教員(助手含む)を対象とした研修会には、公務で欠席した教員以外はすべて出席した。
　　　公務で欠席した教員については、事後に個別に研修を実施した。

　　・　授業評価結果を踏まえて、比較的評価の高かった教員の授業を参観する公開授業を実施した。原則として、
教職歴３年未満の教員(助手含む)は全員参加とした 同時刻に担当授業があ た教員以外は すべて出席した

（注）・「①ａ　委員会の設置状況」には，関係規程等を転載又は添付すること。

　　　　「②実施状況」には，実施されている取組を全て記載すること。（記入例参照）

　　　教職歴３年未満の教員(助手含む)は全員参加とした。同時刻に担当授業があった教員以外は、すべて出席した。
　　　同一週に公開授業参観者による授業検討会を実施した。公務で欠席した教員以外はすべて出席した。公務で欠
　　　席した教員については、事後に検討会の結果を伝達した(平成20年度)。

　　・　前年度は全体として１つの公開授業であったが、平成21年度は専門科目の中から、学科ごとに検討の上
　　　選択した授業について、公開授業を実施した。原則として、教職歴３年未満の教員(助手含む)は全員参加
　　　としたが、それ以外の教員も多数参加した。参加後、各自所感についてまとめ、FD委員会に提出すること
　　　とした(平成21年度)。

　　・　情報センターの協力の下、e－ラーニング教材・授業支援システム活用のための研修会を実施した。全教員の
　　　ほぼ90％が出席した。欠席者には、当日配付した資料を使って事後に説明した。

　　・　入試広報課を中心に系列校（桐生第一高校）との連携協議会を開催した。入試等についての情報交換の他に
　　　大学・高校それぞれの授業内容・カリキュラムについての情報交換を行った。

　　・　平成20年度から、当該年度の教育・研究・学習指導等活動についての報告書を全教職員が作成・提出した。
　　　内容は、授業評価に対する自己評価、各年度の研究業績・社会的活動、学生への指導状況等について報告する
　　　ものであった。業績評価のための委員会で精査することとなっている。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　　・　平成21年度のＦＤ活動を継続して実施する予定であるが、教育・研究・学習指導等活動報告書等を精査し、
　　　より効率的なＦＤ活動となるような方策を検討していきたい。
　　・　公開授業については、さらに回数を増やしていく予定である。今後は、授業評価の結果を継続して分析し、
　　　評価に問題のある授業・教員等について、具体的な改善のための取組ができるように、授業参観・検討会を
　　　活用する予定である。
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　　・自己点検・評価報告書を作成・刊行し、大学ホームページ上に公開予定

　ａ　公表（予定）時期

③　認証評価を受ける計画

　・平成25年度に評価機関（日本高等教育評価機構：予定）の評価を受けるべく、学内で検討中。

（注）・　設置認可時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わらず記入してください。

　　　　また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，できるだけ具体的な根拠を

　　　　含めて記入してください。

なお，「② 自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　・平成22年7月30日　公表予定

　ｂ　公表方法

②　自己点検・評価報告書

　　（別紙資料のとおり）

（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

　　　　いて記入してください。

　　　　　なお， ②　自己点検 評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
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　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（  毎年 7 月 30 日　）

○　設置計画履行状況報告書

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secchi@mext.go.jp

　　　　　なお，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局大学設置室あてに，

（４） 情報提供に関する事項

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.kiryu-u.ac.jp/secchi/）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（注）・「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲載しますので，大学等の

　　　　トップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　メールにてご報告ください。

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。
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